
新科 「福祉 門」

~福祉を身近なものにする科毘の開発~

家庭科田中友紀子・福祉科熊倉1~費・埼玉大学涛村美穂

福祉約な視点をもちながら生活で、きる生徒を育てたい。新教育課程に変わるにあたり、生活・人間科学科

目群選択者全員が福祉を学べるように科目を位置付けた。本来、福祉とは雑もが学ぶべきものであるにも関

わらず、教科「福祉J の科!ヨは、介護福祉士受験資格取得を目指したものに内容が I~J~ られている。そのため、

学ぶ分野が限定的であり、だれもが福祉に関わるという視点は養い難い。そこで、本科目では、福祉が身近

なものとなる・必ずしも専門職に就かなくても福祉について考えられる・自分の地域で、活躍で、きるような人

材になる、その種まきになるような科目開発を試みた。

キーワード:生活と福祉福祉入門社会福祉の理念福祉問題の構造理解福祉問題の発見

1. 科自開発の経緯

「なぜ、アパレノレモデ、ノレの私が福祉なんてやらなけれ

ばならないのですか。 J もう 6年前であるが、生活・人11~l

科学の3年次生徒全員が学ぶ「社会福祉援助技術Jの科

目で、何人かの生徒にこのようなことを言われた。

生活・人間科今勾ヰiヨ群で、は、 21~功dこ生徒全員が生活

の基盤である「衣・食・住jについて学ぶ。そして自分

の興味関心にj芯じて、 2年次・ 3~三次では、服飾・食・

福祉についてそれぞれ専内的に学ぶことができる。これ

まで¥生活・人間科学の生徒全員が学ぶ福祉科!ヨは、 3

年次の「社針t高制援l3jJ技術Jのみで、あったO 福祉を中心

に学んできた生徒にとっては、興味のあることを更に学

べるということで授業に対す一るそチベーションは高か

ったものの、服飾・食を中心に学ぶ生徒のモチベーショ

ンは{氏カ￥った。

「宇土会福1Jl援助出荷」の授業では、生徒の授業に対す

る気持ち・声を集め、授業改善を試みたD そしてその翌

年からは、年度初めに福祉の入門的な講義をし、福祉を

学ぶ意義などを理解させてから、農業科の視点・工業科

の視点・福祉不当の視点・特別支援教育の視点につなげ、

ふりかえりの時間も設けることにした。そうしたところ、

当時言われたような不満の声は関こえてこなくなった。

今年度から始まった新教育課程で、は生活・人間科学

科目群の生徒全員が 2年次・ 3~三次と溺完して福祉を学

ぶ。そしてその科目を担当する教員は家庭科の教員、福

祉科の教員がTTで授業を行うと決まり、いよいよ科患

の開発をしていくこととなった。

これまでの福祉科目の実践から、理論写や態度の育成・

行動変容の面で、生徒はどこか他人事として福祉をとら

-67-

えているように見受けられることがi課題で、あった。また、

「生活Jr自立Jを重視したいキーワード、と考えた。 rI:~j 

立して生きることJは人間なら推しもがもっ権利で、ある。

それは誰の力も借りずに生きることではなく、 (1分の，意

思で生活をっくり出していくことともいえる。家j必必i科己司ヰl卜，のσの〉

;弘j克免;見見~J点i主カか、らと らえても も拾福?自i詰治訓宗布制JiJ洋手科iヰヰ|トaの弘視;~Jむ;~}i点li

活と福布組祉j上:は切りi再奇謝株{恰tぜないl関1主刻矧;与矧H係系にあるはずで、あるO しかし、

高校生にとっては、生活をつくるとし¥っても、実J，i，ぷをも

って考えることがなかなか難しい。それに、家庭科でも

福祉で、も特に高校側支業で、は「高齢者福祉Jr障害者福祉」

「子ども家庭福祉Jなどをそれぞれ学んでし¥くためか、

生徒の中でも学びが分断されやすし、また、本|交の福祉

科 iヨが I~ 指すのは、専!ヨ'1J織養成ではなく、教養として皆

が福祉を学ぶことである。人と関わらずに生活するとい

うことはできなし、皆どこかで、つながっている。特に、

生活・人間科学科lヨ群では、他人と関わる・誰かのため

に何かをつくる等、「ヒトj・「生活することjがそれぞれ

の科iヨの中心にある。

そこで、オ叫1・目ではほ三活」と「福祉jを結びつけ、

福祉を身近なもの・自分と関係のあるものとして主体的

に学ばせられるよう、科目開発に取り組むことにした。

2. 学習目標の設定

生徒に身につけさせたい目標として、森本佳樹の ~j誼

j泌説止の構造と内容』などの文献を参考に4つの学習目

標を段階的に設定した。

この4つの段階はステッブ。を踏んで、昇っていくもので

あるが、必ずしも一方向のものではなく、昇ったり降り



たりしてその段階の目標を身につけていくものである。

1 )社会福祉の理念

人間は誰もが生きて前回一るイ耐直のあるものだとし¥う

人権惑覚や誰もが号させに生活することができる社会を自

指すノーマライゼーションの現念などを知り、理解した

うえで実践につなげようとする段階を目す旨仁そのため

には、社会福祉の歴史、自立の概念、 1 CF (国際生活

機能分類:International Classification of 

Functioning， Disability and Healthの略称)などの考

え方を部将させると向時に、人は皆生活者であること・

生活する人を支える社会福祉という点を意識させること

で、社会福祉を自分とは関係のないものと捉えるのでは

なく、自分自身の身近に社会福祉はあるのだとしづ感覚

を身につけさせたい。

2)生活における福祉問題の構造

人が生活上闘っていることには、社会の構造 i二の問題

から引き起こされている場合もある。 I~丹/智将決のために

は他人に対する支援に加え、社会のt11lJ度や政策、サービ

スなどの珠境を整えていくことが必要であることを週明卒

できる段階を目指すユ

3)身の回りにある福祉問題

福祉問題の材提ニの珪lifJ卒をふまえ、生徒が福祉I~こり題に関

心をもち、身の回りにある|部習を自分で発見すること。

そして、その解決策を生活者の視点に立って考えること

ができる段階を I~Ii;間二

4)社会福祉(地域福ネ止)の主体形成

福祉社会の一員としての自党をもち、 J:也11iJZ1福祉のイン

フォーマノレな資源となってH!P或の福祉を支えるO ひとり
ひとりが自分らしく生活する.j:出或で暮らすことができ

るように、皆で、支え合ってしく O そのひとりとして関わ

っていくことができるj刻惜を目指すユ

3 授業実践の実際 [餅~①]

<1学期>
!学期は社会福祉の理i念、と意義を埋解し、福祉問題が

どのようにして起きるのかその構造を〕理解すること、福

祉を身近に感じることを目標にした。そのために、まず

は押さえてほしい社会福祉の理捻:と意義について講義し、

その後具体的な福祉問題ーを取り上げて調べ学習のスタイ

ノレをとった。

J福祉入門j導入

導入・科目ガイダンスも兼ね、自己紹介を行う・“福祉円

をキーワードに、連想するもの・イメージ・言葉などを

何で、も書き出すウェピンク、を行った。 2年次の4月はク

ラス替えをしたばかりであり、 1年次で選択した科呂で

の専内的な学習の始まりの時期でもある。アイスブレイ

クのような要素も盛り込み、生徒の福祉に対する想し 1や

イメージなどをつかむ時間をつくった。

u社会福祉の理念と意義

講義形式で、ワークシート{資料②]を用いて、福祉科

の教員による授業を行ったO 自分はすでに福祉に関わっ

ていると考えている生徒は少ない。福祉入門では自分を

視点に福祉について考えさせることを自標としているた

め、生桝雀や幸福追求権に基づ、く社会福祉の理企:につい

て説明するとともに、自分が子どものときにどのような

助けを受けたのか、福祉のサービスに特に縛られないよ

うに思い出させた。そこから子ども・大人・お年寄り時

代にどのような危機が想定されるのか、またそれを乗り

越えるための手立てにはど、のようなものがあるのか考え

させた。

-生活と福栓(1 ) 

下記のように4つのテーマを設定し、そのテーマに慢

する講義の後、 PCで各自調べ、ワークシート{資料③}

にまとめる授業を行ったO

-買い物弱者

・待機児童

-非正規労働者

.自分のj出或と福祉

これらのテーマは生活における福祉問題にふれるこ

とができるようなもの・生徒の興味関心の高そうなもの

を選んだ。

<2学期>
2学期は社会福祉の理i念と福祉問題の構造を理解させ

ることを目標にした。王監合、も構造も理解するためには自

分の頭でしっかり考えて実惑することが必要である。そ

のため詰滋形式の知識注入型の授業スタイノレで、はなく、

調べ学習のスタイルをとった。
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也生活と福祉 (2) 

調べ学習をするにあたり、教員による 11の大きなテ

ーマとサブ、テーマを設定した。生徒を 4~5人で 1 つの

クゃループ。にし、生徒にテーマを選択させーずに、くじ引き

で、 1 1の大きなテーマを振り分けた。生徒は、一人一

人がそれぞれの11大テーマの中のサブοテーマを担当し、

調べてきたことをパワーポイントにまとめて全体の前で

発表するとし¥う形式にした。

今回設定した11大テーマは以下の通りである。今回

の調べ学習にこれらのテーマを設定した理由は、生徒に

とつて身近で

すいためでで、あるO

<2学期調べ学習 1 1大テーマ〉

・「障がしリの4此念

-ノーマライゼーションとは

.認知症と介護

・ボランティアとは

.生活保護のしくみと課題

.パラリンピックについて

.子どもを守る

・子育て支援

-介護保険制度について

.福祉の偉人たち

.バリアフリーとは

9月~約1カ月間、共通で調べる時間をとり、 10月

~l 1 月は、 3~4 回に 1IDのベースで発表の時間を設

定した。発表ク守ルーフ。は最大3つで展開した。自分で調

べたテーマ以外の分野も主体的に学ばせるために、発表

を聴く1ftlJの生徒には、発表内容の要約をワークシートに

書かせて取り組ませた。さらに、期末考査は発表した内

容から出題するとし、真剣に取り組むような雰囲気作り

に努めた。

生徒は一人一人違うテーマを担当して発表するため責

任感をもって調べ学習に取り組んでいる様子がみられた。

調べていく途中で方向性がすとれてくる生徒もいるため、

教員による個別指導の時間も設けた。

<3学嘆丹>
3学期は身の回りにある福祉問題について気付き、そ

の解決策を考えることを目標にした。そのために、生徒

が自ら取り組む課題を設定してその解決を自指す関部罪

決型の授業スタイノレをとったO

厳身の包りにある福祉問題の発見

1 )問題発見麗解決策を探る

3年次に行う卒業研究のように、生徒白ら問題・課題

を発見し、その解決策を探る。テーマ設定の!擦は、自分

の身近なヒト・ものに注目するということを意識させた。

そのため、初回の授業では、「テーマ名Jr問題の所在J
「調べ方Jrわかったことj等が書き込むワークシ」トを
用意し、それをもとに教員が商談し助言を行っj~ また、

教員は随時、相談にj芯じ、進め方に悩んでいる生徒など

のフォローにあたった。生徒がどのようなテーマを設定

したかは[資李総]をご覧し¥ただきたい。

2)ポスター発表会

1 )で進めてきた1盗や成果:を各 I~I ノミワーポイントで

8'"'--' 1 Oi伎のスライドにまとめ、プリントアウトし、 1 

枚の模@JH::J~I!ï り、ポスタ一発表会を行った。

今回は2時間の授業のiードで、ノj三徒全員 (46人)が発

表することにしたため、テーマ1iJ:に8つのグループっく

り、 61区玄分のn時1時寺問枠を殻設」けけeたO 発発-衣二者j芸ぎ.は、 J村マ守守i'ち|時i五口時;1守，1j'梢1ft

O分とし、 6分間発表、 3分間質疑);む符、 1分でゆくの発

表者ーと入~1A蓄えることとした。

発表会当日は、生徒がキE1刀;庁内liできるようなワークシ

ートとテーマ名の載ったブoログラムを配布した。生徒は

自分が発表する時間帯以外は、興味のあるテーマのとこ

ろへ行き発表を聴き、質JI号するというようにした。また、

今回の発表会では、できる限りたくさんの人の前で発表

し、様々な意見をもらうことが生徒にとっても励みにな

ると考え、担当教員の他に、校内の先生方、科 I~I 開発に

関わってくださった先生方、社会福祉協議会から社会福

祉士をお招きし、講評もいただいた。

4. 授業の成果

1 )生徒の感想

生徒にとっては、この1年間の学習がどのようにとら

えられているのか。福祉を身近なもの・自分と関係のあ

るものとして主体的に学ばせることはできたのかについ

て、最終授業で生徒に書いてもらった感想文から考えた

い。なお、最後に課したJ惑232文の課題については、以下

のように指示を出している。

. 1年間を福祉入門の学習を通じてのあなたの変化につ

いて、「こう変わったJとしづ事実と「あなたの気持、ら

(理由・あなたのう尚子・考察)Jをあわせて書くこと。
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-今年度初めての授業でもあるため、今後更により良い

授業にするために率直且つ建設的な意見をお願いした

こと。

• J材賓には加味しないこと。

残念ながら、上記の指示~こある“成績に加味しない"

という点が良くなかったためか、受講者数46名のうち、

回答数は34名にとどまってしまったO しかし、提出し

てくれた生徒からは貴重な意見を得ることができた。

感想文の言己主に「学習目標に関わるキーワードがあら

われているJr学習目標を理:解しているととらえることが
できるj というものをチェックし、 4つの学習自擦のど

の段階まで到達す一ることができたかをあらわしたものが、

{表1]である。1，惑想文にあらわれていない部分につい

ては判i析しなかった。

{表1] 

どこまで到達しているか 人数
9も

(34人中)

1 )社会福祉理念の理解
自分の身近に徳干止はある

15 44 

2)生活における福祉問題
3 9 

構造の理解

3)身の回りにある福祉問題
12 35 

の発見

4)主体形成
地1減措干止のインフォーマルな去を，原となる。 4 12 
皆で支え合う。そのひとりとして関わることができる。

r 4)社会福祉(出E敗訴d:)の主体的ぬまで到達で
きたと吉己主から受けー取れる生徒は、 34人i中千中コ、 4~宅名Eろi で

つ7たこO 科目の目標を考えたi療に、 4)まで到達できる生

徒はごくわずかかもしれないが、目指す生徒イ象はこうで

あってほしいと願い、 4)を設定した。 以下は、 4)ま

で到達できたと判断した生徒のJ関忠、である。

<生徒A>
この前、最寄:り駅で子どもをだ、っこし、ベビーカーを

かついで、階段を上っている女性がし¥ました。今までの私

だったらきっと見て見()~，りをしてしまっていたと思い

ます一。だけど重たそうに子どもとベビーカーをもってい

たので、声をかけ、ベビーカーを私が持ち一緒に階段を

上りました。 他の人からすれば小さなことだと思います

が、自分の仁1]ではとても大きな変化でした。また、穀U荻

に、誌、矢1]症と診断された人がいました。認知症について

母と考えたり、これからどのようにしていけば良いかを

真剣に話しました。そのように私の中でたくさん小さな

変化がいくつも見つけられました。

く生徒B>

福祉入門での学習を通じて、福祉の面から社会を見る

ことが増えました公共の施設でお年寄りの人や、子連

れの親子を見たりすると席を譲るようになりました。あ

とi討受業でバリアフリーやお年寄りの方がどれだけ大変

かを珪拍手できたので、 IZfSlっているお年寄りを見かけたら

声をかけるようになりました。授業で学ぶまで、声をか

けたり行動するのにとても勇気が必要だ、ったし、結局声

をかけられずに終わってしまうパターンが多かったけど、

日が経つにつれて、普通に声をかけられるようになりま

した。

く生徒C>

この1年間、福祉入門を受けている!習に祖父が認知症

になって、デイサービスに通うようになった。デイサー

ビスに通うようになって「行きたくなしリとか、また、

父も倒れてしまって、左半身を麻療してしまい、病院で

車いす生活になってしまうなど。身近での大きな問題に

よって深く考えさせられました。祖父のことについては

2 学期に「在宅介護J について調べたこと~こよって、今、

どんなサービスがあるのか分かったし、 3学期の自分で

調べるときには、通所を拒否したという問題の中身と向

き合って解決策を導くことができました。今は叔母:の家

です品ごしていますが またデイサービスを使うことがあ

るかもしれない。そのときはもう「行かなしリと祖父が

言わないように心がけていきたいですユ

く生徒D>

「福祉Jについての関心は少なくとも高くなったんじ

ゃなし1かと思う。授業を受ける前までは、恥ずかしいけ

ど「福祉jって漢字すら書けなかった。 1年間学んでき

たから意識や関心が高くなったと思う。登校中の電車内

で、あったり、外を歩いている時で、あったり、思っている

人がし¥たら、助けたいと以前より強く思うようになったO

特に電車内、以前はお年寄りの方に席を譲るのは、勇気

がし¥るので声をかけるのが恥ずかしいと、お年寄りを見

て見ぬフリや寝たフリをしていたけど、この1年で「ど

うぞj としづ声が何のためらいもなく、恥ずかしいとか

考える間もなく、先に出るようになった。これは自分の

仁!コで一番変化を感じた。
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生徒A~Dは、 1 年間の学びを通じ、自分の身の1m り

で起こっていることのi宇から、自分にもできることを考

え、行動することができたと吉己主している。生徒は成績

に出JIJ~ミされないと伝えられたうえでこの尉忠文を書い

ている。よく見せようとした部分が全くないわけではな

いだろうが、概ね素直に書いたものであると言えるだろ

う。これまで私たちが担当してきた科目にはあまり見ら

れない変化で、あった。

また、 A'"'-'Dの生徒のように行動変化まで、は至らない

ものの、目標3)の「身の1mりにある福祉問題の発見j

には至ったとしづ生徒も含めると、身の回りにある福祉

に I~l が向くようになった生徒は、 4) まで達した生徒と

合わせて16::7=1となる。目標1)の「社会福祉の理1念に

対す一る理解Jまではできても、身の1mりにある問題に白

が向くようになること、さらにその上の段階で、ある主体

育分求などはかなり新í~ しし 1かもし~/しないという子サ忠に反し、

大きな手応えをJ惑じることができた。

他にも、 34人中31人の生徒が福祉に対する考え方

が変わった、身近になったとす己主している。「子どもから

お年寄りまで、福祉はi幅広しリ、「福祉はすべてにつなが

っているム「自分以外の誰かのためをもって考えること

が福お上なのかなJ福i:Ltとは{可かとし1うことを、このよう

に自分の言葉でまとめている言己主も目立つO 初めは自分

にとって遠し哨靖子今の自分には!期系ないと患っていた

福祉が身近になったとしづ。専jヨ申請Qに就くわけで、はない

から関係ないではなく、誰もが福祉を学ぶ意義を]年間

の学習を通じて感じてくれたように思う。

2)変化をもたらした要密として考えられること

生徒の変化につながった要因は2つあると考える。

1つは、この科目の内容である。生活と福祉を京訳Fつけ

られるようなテーマや生徒が身近に感じることのできる

ようなトヒ。ックスを選び、生徒にとって揺祉とは高齢者

や障がい者に関わるものだと限定されないように工夫し

た。 1:判明を例に挙げると、「寅し物弱者Jは生徒の日々

の生活でも必ず守子う“買い物をする"ということに困っ

ている人がいるということに気付かせ、それぞれの主出或

事i育に目を向けさせた。「待:t~ι宅童・子育て支援J は、将

来は保育士・幼稚園教諭になりたいとしづ幼児教育に関

心の高い生徒に響いた。「非正規労働者Jも予想以上に関

心が高かったO高校生としづ年齢が、アノレバイトとして、

働くことはできる年齢であること。また、オ吋交では産業

社会と人間や進路学習などのキャリア形成に関わる学習

活動を通じて、働くことについて考える機会の多い学校

であることなどが考えられる。また、分野を限定せずに

幅広く取り上げたことで¥生徒の幅広い興味関心、生徒

それぞれの生活、生徒の身近な人などと、どこかでつな

がりをもたらすことに成功したのではなし¥かと考える。

変化につながったと考えられる要因の2つ自は、 1学

期から3学期までに学習ゴ却ミがステッフ。アッフ。していく

ようにしたことである。本科!司における学習方法のステ

ップアップ。とは、生徒が自分の力で誠べていくことが、

段階が進むにつれて増えていくことを示している。初め

は教員が調べる道筋を料iかく立て生徒はそれに従って関

べていくが、段階が進むごとに生徒が自分で調査項!ヨや

方法を考え調べて行くように学習方1tを設定していった。

[ 1 学期}①教員が、百;問題・I'I~]J越を具体的に提示する。

②教員が、関べ}:iも提示する。

@J).②に従い、生徒が角11決)/t:去を調べるO

[ 2学期}①教員は:、課題 .IWtJJMiを大まかに提示する。

②生徒は、良企e'iVfiJべ)j'を考え、解決方法を

調べる。

[3学期Jl①生徒が記長)越を自分支笠」ょする・考える。

②生徒は、自分で誠べ方を考え、解決方法を

調べる・考える。

3学期の「身の1mりにある福祉問題の発見Jでは、生

徒が自由に興味関心のあるテーマで、問題提起や1=l:¥l)溜梓決

に取り組んだ。どのように進めたらよし¥か行き詰まって

しまい、全く前に進むことができないとしづ生徒はし 1な

かったO インターネットで調べる生徒は多かったが、パ

ソコンにかじりついているだけではなく、身近な人へイ

ンタビューをしたり、自分のよせが或の支援をしているj主体

ぺ子ったり、社会福祉協議会に話を!掠きに行くなど自分

から校外へ出て行こうとする生徒も多く見られた。また、

自分には仰ができるか、どの部分で関われるかを一生舷

命考え、自分に引き寄せてテーマ設定で、きている生徒が

多かったO 学習方法のステッフ。アップ。により、知識が身

に付き、情報収集の仕方や調査の方法など、進め方の手

立てがわかったこと。相手に伝えるためにはどのような

点を言舌せば良し¥かなとやの伝え方がわかったことも生徒の

活動を支えていたと感じる。

本校は1・2年次の学習活動においても、生徒自らが

問題発見をし、解決方法を考えるなど発表の機会の多い

判交である。それでも、 3年次の卒業研究ではどのよう

ウ
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に進めたらよし1かについて悩む生徒は多い。この福祉入

門での学習が、 3年次の卒菊琉究におし¥ても活かされる

と期待したし、

5. 課題と今後の展望

成果が上がった一方で¥今年度は言税務量誤で進めてい

った部分もあり、改善すべきところも多い。改善点は3

点ある。

1つ自は、協題の量キ提出〆切のタイミング¥取り組

む際のそチベーション維持の工夫である。どの生徒から

も謝琶をイ土上げるのが大変だったというJ郡志をもらって

いる。だからこそ、その負荷によって失雨哉が身に付き、

その知識があったから2・3学期と進めていくことがで

きた、自分の身近な福祉を矢口ることができたと肯定的な

感想もある一方で、プリントの枠が広すぎだ・〆切の設

定を出占産、してほしいなどの感想もあった。負荷と語白意の

バランスを取りながら、モチベーションと教育的な効果

が下がらなし呼出支の調整を心がけていきたい。

2つiヨは、 2学期の11の大きなテーマからノトテーマ

を立てさせるための個別指導を充実させること。ワーク

シートを発表まで導けるようなものにすることである。

また、発表の解説はより丁寧に行し¥発表内容が未完成

な場合には、教員がもう少し11~J:lT'\Jをかけてフォローする

ことである。「っき放されたjと感じた生徒もいたようで、

2学期は特に自主的に調べていく時間が多かったO 生徒

は大きなテーマからどのような視点で調べを進めていく

と良いか、どの部分を明らかにするべきなのかがわから

ずに苦戦したようである。教員側が調べて身につけて欲

しい意図と生徒の誠べる方向性がかみ合わなかったとい

うグノいーフOもあったO できる絞り個別指導を行い、論点

の絞り込みを行し 1やすくフォローしていきたし、

3つ|ヨは3学期についても個別指導時間の確保で、あるO

自分の身の回りの問題に着目し、さまざまな場所に話を

JI忠きに行き、開いたことを図式化できるまでにまとめら

れた生徒がいた一方で、、 I~Iサを絞ることができていなかっ

たり、思いこみで、進めてしまっていたり、イ言惣性が疑わ

れる情報かどうかの1t街忍が不十分な生徒もいた。次年度

は個別指導の中でそのような不明瞭な部分を明らかにす

るなどを行っていきたいと思う。

「“自分と福祉は関係ない"とは忠わせたくなしリとい

う教員の想し¥は生徒にしっかりとj置き、生徒は更に自分

の言葉で、福祉について考えられるほどに成長できるとい

う手応えを感じることができた。入I:IIJの授業としては、

概ね成功だ、ったといえるだろう。

今後は、この授業をさらにブラッシュアッフ。してしく。

そして、この福組二入門の発展科目として3年次に実施す

る新科呂「福祉からみた生活Jにて、土出或のインフォー

マノレな資源として、地j或の福祉を支えられるような人、

“社会福祉(地脱部止)の主体形成"を目指していきた

。、
、言わV

[参考文献〕
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{資料①}授業計画表

学習テーマ 学習形式 学習目標との対応、

1 )社会福祉の理怠
講義

1 ) 
~生活における福祉問題の 講義
構造の理解~ 11 )社会福祉の理念

寸r主主4ニ.宅. 

期 ①員い物弱者
PCを使用した
調べ学習 2)生活における

②待機児童 福祉問題の

ァーマ別 構造の理解
③非正規労働者 レポート作成

④自分の地域と福祉

2) 

~生活における福祉問題の

構造を更に詳しく理解しよう~

-障がいの概念 PC等を

-ノーマフイゼーション
使用した

調べ学習

-認知症と介護
PPのスフイド 2)生活における

2 
.i1¥フンァィア 作成 福祉問題の

サ声u.ー
e 生活保護のしくみと課題

構造の理解

期
発表

• J '¥フIjンピック i掲の回り仁ある
講義 福祉問題の発見

@子どもを守る

-子育て支援
発表について

教員より

-介護保験制度 関言

-福祉の偉人たち

-バリアフリー

最の巨富り広島る

播挫酷題の鎗見 不自談

3)易の口りにある

3 11 .皇近な福祉問題を 謁べる等 |福祉問題の発見

学 各ァーマを見つけ、 各自

期 問題点・解決方法を探る
フワィ発ーー表クしド ~~地域福祉の主体形成

2. ポスター発表会
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{資料@]3学期ポスター発表会 テーマ一覧

パネル① パネル② パネル③ パネル④

時器 テーマ アーマ テーマ テーマ

手話通訳派遣事務所
9・00""'" 介護鍾看護の

リハピ、1)難民について について 母子家庭の悩み
9:10 入手不足問題 ~寄居町の手話通訳派遣事 から見た支援

務所をつくるには~

9:10""'" 
老人ホームの

バリアフリーマップ ろう者と一緒に映画を 父子家庭への支援
ノミリアフリーと

9:20 
バリアア1)ー

の作成 楽しむためには? について

9:20""'" おばあちゃんの
自分の地域の

パラリンピック(卓球)
9:30 ニーズを考える

買い物難民
について知ってもらう

働くお母さん
への支援

9:40 ....... 行きたいと思えるような
車いすの人が不便と 障害理解のために

企業が行っている
9:50 デイサービスとは

感じるマンション ~福祉教育は
子育て支援について

の改善策 何歳から?'"

9:50""'" おじいちゃんの 高齢者の自殺
アダプテッドスポーツの

ひとり親家庭
現状とこれから

10:00 意思と環境 について
~車いすバスケ~

について

10:00"'" 
埼玉県の医療費助成

中学生のひきこもり
置聴覚障がい児

10:10 
への支援について

について

パネル⑤ パネル⑥ パネル⑦ パネル⑧

時儲 テーマ ナーマ テーマ テーマ

9:00"'" 虐待の連鎖を ドッグセラピーを
私の家のバリアフリー

9:10 止めるには
認知症と介護

広める
~温度差による
/¥リア~

ネグレクト"虐待を 認知症を抱える人の

9:10"'" 
受けた子どもたち

家族への直接的な
DV'"男性への対応~

居酒屋の
9:20 サポートサービス / ¥1)アフリー

の心の現状 を考える

9:20"'" 機能不全家庭から 認知症の食事介助
ホームレスについて

見直す地域の
9:30 子どもの心を守る について バリアフリー

認知症の介護者の 筑坂のバリアフリー
9:40"'" 虐待へとつながる ストレスとは? ボランティアの

~どんなバリアが9:50 しつけの悩み ~ストレス解消法 地域性について
の考案~

ある?'" 

9:50"'" 
保育園と幼稚園で 在宅介護での 鉄道のバリアフリー

10:00 
体力の違いが 介護者の苦しみを 万引き高齢者 ~坂戸駅と麗辺の駅
でるのか? 少なくするには を比較する~

10:00"'" 子どもの外遊び 「男性による介護」 ユニバーサルデザインの服 /¥ートビル法の普及
10:10 の減少について について の問題点と改善策 とバリアフリー
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